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喫
煙
マ
ナ
ー
・
都
市
美
化
＆
地
球
温
暖
化
防
止

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

受
賞
作
品
決
定
！

調
布
市
で
は
、
喫
煙
マ
ナ
ー
・
都
市
美

化
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
毎
年
、

「
喫
煙
マ
ナ
ー
・
都
市
美
化
＆
地
球
温
暖

化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
「
歩
き
タ
バ
コ
や
ポ
イ
捨
て

を
し
て
い
る
大
人
を
見
て
感
じ
た
思
い
」

や
「
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
ポ
ス

タ
ー
は
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、
標

語
は
年
齢
を
問
わ
ず
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ポ
ス
タ
ー
53
点
、
標
語
10
点
と
、
多
く
の

み
な
さ
ん
か
ら
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。応

募
作
品
は
、
２
月
３
日
（
火
）
か
ら

２
月
９
日
（
月
）
ま
で
、
文
化
会
館
た
づ

く
り
11
階
み
ん
な
の
広
場
で
展
示
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
来
場
し
た
み
な
さ
ん
に
よ

る
投
票
な
ど
を
集
計
し
た
結
果
、
上
に
掲

載
し
て
い
る
と
お
り
優
秀
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
！

地球温暖化防止啓発ポスター部門 優秀作品

染地小学校６年生

喫煙マナ―・都市美化啓発ポスター部門 優秀作品

布田小学校１年生

みなさんは、もしも、歩きタバコやポイ捨てをしている大人を見たら

どんなことを感じますか？また、世界的な問題となっている地球温暖化

について、何か考えたことはありますか？

応
募
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
展
示
を

見
に
来
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
募
集
は
、
令
和
８

年
度
も
行
う
予
定
で
す
。
ま
だ
応
募
し
た

こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

調布市
地球温暖化対策
啓発キャラクター

ゴヤたん

かんきょう みらい ちょうふ
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ま
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し

地
球
そ
し
て
財
布
に
も

優
し
き
自
転
車
の
巡
る
べ
し

調
布
の
名
所
を
も

ポ
イ
捨
て
嫌(

や)

自
分
家(

ち)

前
で

し
て
ご
ら
ん
？

地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
標
語
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優
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作
品
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人間がエサを与えてしまうと、鳥たちが自分でエサ

を探さなくなり、生きる力を弱めることになります。

また、鳥が多く集まると、フンや鳴き声で、みなさん

の生活環境に悪影響が及ぶ恐れがあります。

エサやりは、鳥のためにも人のためにもなりません。

市は「調布市都市美化の推進に関する条例」の一部

を改正し、４月から市内の公共の場所（道路、河川、

公園等）でのハト、カラスなどの鳥類へのエサやりを

禁止します。この決まりが守れない人には、エサやり

を中止するよう指導します。

鳥類へのエサやりを規制することで、みなさんの生

活環境をより良くし、人と鳥類との共生を目指します。

「調布市都市美化の推進に関する条例」を一部改正します

公共の場所での鳥類へのエサやりを禁止へ

ク
リ
ー
ン
作
戦

参
加
者
募
集
！

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、
春
と
秋

に
行
う
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
、
通
算
で
92
回
目
と
な

り
ま
す
。

市
は
「
調
布
市
都
市
美
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
で

多
摩
川
の
河
川
敷
を
「
美
化
推
進
重
点
地
区
」
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
河
川
の
環
境
を
守
り
美
化
を
推
進
す
る
多
摩

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
清
掃
用
具

（
ご
み
袋
、
ト
ン
グ
）
は
市
で
用
意
し
ま
す
。
当
日
は
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日時 ／令和８年４月１２日（日）

午前８時～９時（少雨決行）

集合場所／

○団体参加

多摩川河川敷の各拠点（のぼり旗で表示）

○個人参加

京王相模原線鉄橋下の本部（当日、直接会場へ）

持ち物 ／軍手（お持ちの方）

その他 ／荒天により中止の場合は、当日午前７時頃

に市ホームぺージにてお知らせします。
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街中で見られるハトの種類、カラスの種類

～身近な鳥たちと上手に向き合うために～

街中でよく見かけるハトやカラスですが、実は種類によって暮ら

し方が全く違います。

群れで過ごすドバトに対し、キジバトは夫婦で行動します。カラ

スにも、高いビルを木に見立てて暮らすハシブトガラスと、広い場

所をトコトコ歩くのが好きなハシボソガラスがいます。

暮らし方が様々なはずの野鳥ですが、人間が安易にエサをあげた

り、ごみを出しっぱなしにしたりすると、特定の場所に野鳥が集ま

りすぎてしまいます。その結果、フンによるアレルギーの問題や、

悪臭といったトラブルが起きてしまうのです。

私たち人間がルールを守って野鳥と適切な距離を保ち、鳥も人も

心地よく暮らせる街をみんなで守っていきましょう。
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こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

調
布
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
河
川
や
緑
地
な
ど
で
自
然
体
験

を
通
じ
て
環
境
を
学
ぶ
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
ク
ラ
ブ
で
す
。
年

間
を
通
し
て
、
山
や
川
、
農
業
な
ど
地
域
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
、

見
て
・
触
れ
て
・
感
じ
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
年
４
回
の
活
動
予
定
の
う
ち
１
回
を
天
候
に

よ
り
中
止
し
た
も
の
の
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
身
近
な
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
遊
び
や
観
察
、
体
験
を
通
し
て
発
見
や
学

び
を
得
る
こ
と
で
、
自
然
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
４
月
に
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
も
、
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
み
方

法
な
ど
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

会員募集

日程／年４回程度 ※土日祝日実施

対象／市内在住、在学の小学１年生～中学３年生

※小学３年生以下は要保護者同伴

費用／原則無料

（内容によって材料費等の実費負担あり）
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多摩の未来を若者たちで考える

第２回（９月開催）

「野川を歩いて、水辺の

不思議を発見しよう」

キ
ミ
も
い
っ
し
ょ
に

令和６年度に日野市、多摩市、

府中市の合同開催でスタートしま

した。調布市は令和７年度から参

加し、日野市、稲城市、府中市と

共に４つの市で取り組んでいます。

いつから始まったの？

府中市、日野市、調布市、稲城市

のいずれかに住んでいる、学校に

通っている又は働いている、高校生

～２４歳の方です。

どんな人が参加しているの？ どんなことをしているの？

令和８年後半の成果発表に向け

て、ワークショップやグループで

のフィールドワークを重ねていま

す。

石炭や石油などの化石燃料からつくられるエネルギー利用が原因とされる気候変動

は、災害や生態系の破壊、食料や水の不足を招く、世界的規模の問題です。このまま

では、今の若者世代がやがてその影響の大半を受けることになります。

そこで、若者を中心に、気候変動に対して何ができるかを共に学び、考え、取り組

んでいく「場」として、多摩地域の複数の市が協力して「気候ＹＯＵＴＨ会議」を開

催し、若者の主体的な活動を応援しています。

気候ＹＯＵＴＨ会議

現在、イベントは始まっていますが、定員に少しだけ余裕があります。４月から高校生になる方で興味のあ

る方は、調布市環境政策課までご相談ください（連絡先は１ページの上部に書いてあります）。
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第１回（６月開催）
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バス停「桜堤通り」から徒歩２分。

自転車置き場あり。

駐車場はありません。お車の場合は、徒歩５分ほど
のコインパーキングをご利用ください。

展示室

学習室

た ま が わ し ぜ ん じ ょ う ほ う か ん

多摩川自然情報館は、多摩川を中心とした市内の自然

環境を紹介する、子どもから大人まで楽しく学べる環境

学習施設です。休館日以外は毎日開館しているので遊び

に来てね。ＱＲコードから、館内をバーチャル散策でき

るＶＲツアーも体験してみてね。

多摩川自然情報館
に行ってみよう！！

生きた多摩川の魚や植物、

昆虫などが見られるよ。

自然を学べるたくさんの本や

ぬり絵があるよ。

展示コーナー
廊下にも、市内の多摩川に生息

する鳥類や魚、植物のパネルを

展示しているよ。

会いに来てね♪

多摩川や調布の環境について、幼児から大人まで楽し

く学べるイベントを開催しているよ。毎月５日と２０日

に発行する市報等でお知らせしているので、参加してみ

てね。

環境学習イベント

館内ＶＲツアー

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 年末年始 (１２月２９日～１月３日)

住 所 染地３-８-２６

入り口は建物の２階です

そこで、調布市は、被害に困っている方に向けて、

アライグマ・ハクビシンを捕まえる事業を始めました。

ご相談により、市は、動物捕獲許可を持つ専門事業

者に、ご自宅等への「箱わな」設置を依頼します。２

週間の設置期間中、相談者はエサ（家にあるリンゴや

お菓子など）を箱わなの中に入れて、アライグマやハ

クビシンをおびき寄せます。わなにかかったら、専門

事業者が引き取ります。

家の庭に動物のフンが落ちている、池の金魚やメダ

カが食べられている、家庭菜園が荒らされるなどの変

化があったら要注意です。調布市環境政策課（042-

481-7087）へご連絡ください。

しゅうしせつ

たいけん

てんじしつ

ろうか

ちょうふ ひがい こま かた む

どうぶつ ほかくきょか も

タヌキアライグマ

ハクビシン

尻尾にしま模様がある。

足跡はモミジ形。
足が黒く、目の周りの模様が

左右で離れている。

※ もともと日本にいなかったのに、人間によってほかの地域から持ち込まれた生き物の種類を「外来種」、もとから日本にいる生き物の種類

を「在来種」と言います

しっぽ もよう

あしあと がた

あし くろ まわ

じてんしゃ お ば

さゆう はな
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ようじ

れんらく

かんきょう しょうかい

ちょうるい

せいそく

とほ ふん

ちゅうしゃじょう

在来種

アライグマやハクビシンは、見た目はタヌキに似ていて

可愛らしいですが、農作物を荒らしたり、家に住み着いた

りして大きな被害を出す「外来種」です。

日本にはアライグマ・ハクビシンを食べる天敵がいない

うえに、エサとなる生ごみや果実、住みかになる空き家な

どがあり、深刻な問題になっています。

被害を防ぐには、地域全体での対策が大切です。

・庭の果実や生ごみを放置せず、すぐに片づける

・屋根裏への入り口になる壁の隙間などをふさぐ

「エサ場や住みかを作らない環境」を意識して、みんな

で協力して対策を進めていくことが大切です。自分たちの

生活を守るために、身近なところから意識してみましょう。

だ

に

のうさくぶつ あ

あ や

かわい

た てんてき

かべ すきま

しんこく もんだい

ほうち

ちいきぜんたい たいさく たいせつ

いしき

みぢか

にわ

やねうら

じつ

ふせ

へん
きょう

い

あ き

ちゅうしん しない

たの かんきょう

きゅうかん いがい まい かい あそ

ない

しゅう

さかな しょくぶつ

え

はっこう しほうとう し さんか

たてもの かい

くるま ばあい

りよう

す つ

かた

ば つく

すす じぶん

にんげん も こ もの しゅるい

しゃ

かし

ひ と

お いけ きんぎょ

そめち
じゅうしょ

まつ し

ざいらいしゅ

い

ざいらいしゅ

鼻筋に白い一本線が

あり、尻尾が長い。

外来種

はなすじ せん

なが

市内にもアライグマやハクビシンがい
ます。

しない


